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学校祭のスローガンから考えたこと 
校長 永 堀 善 之 

２学期が始まってから１か月余り過ぎました。例年ですと、この時期は、秋に季節が進

む爽やかさを感じるところですが、今年は、８月末の猛暑、９月の残暑と、地球沸騰化を

感じざるを得ませんでした。伴って、道内の学校における熱中症対策として、教室への冷

房機器等の設置が本格的に検討されています。感染症対策や熱中症対策を含め、生徒の安

心・安全の確保に向け、学校としてやり得る最大限の対応を今後も進めていきますので、

保護者・地域の皆様方にもご理解いただければと思います。 

 

さて、２２日（金）の学校祭では、多くの保護者の皆様、学校運営協議会委員等の地域

の皆様にご観覧いただき、ありがとうございました。生徒たちは、「花より学校祭」をスロ

ーガンに、合唱や学年発表など、素晴らしい文化を発信することができました。このスロ

ーガンは、「花より団子」を言い換えたもので、「学校祭本番の出来（結果）はもちろんの

こと、それまでの練習の過程（プロセス）や、得られたたくさんのことが生かされていく

ことがそれ以上に大切である」という意味が込められていると考えます。結果だけではな

く、プロセスや取組をとおして得られることを大事にしようとする姿勢に感心させられま

したし、「結果」と「プロセス」の関係について考えるきっかけともなりました。 

 

自分をつくる、成長させる、社会で生きる、働いていくという上で、「結果」と「プロセ

ス」のどちらが大事なのか？これは難しい問題です。当然のように、どちらも欠くことは

できないことですが、「真に人を成長させるのは」と問われれば、私はプロセスだと思いま

す。結果は確かに人を自信付け、喜びをもたらしてくれます。その一方で、結果は人を惑

わせたり陥れたりもします。「プロスポーツ」の世界では結果が大事とされますが、ある著

名なスポーツ選手は、結果とプロセスについて、以下のように述べています。 

 

 

 

 

 

 プロの選手ではなくとも、結果にこだわることは悪いことではありませんし、時に必要

なことでしょう。それが成長につながる側面はあります。重要なのは、結果の良し悪しに

一喜一憂し過ぎず、そのプロセスがどうだったのかをきちんと振り返り、良かったところ

は続けていく、足らなかったところや甘かったところは見直していくこと。それを受け、

次に向けてスタートすること。これを繰り返していくことが大事なんだと思います。 

 

 私たち大人も、往々にして物事の結果だけを見て評価しがちですが、生徒たちが考えた

スローガンをとおして、取組のプロセスにもっと目を向ける必要があると気づかされた学

校祭でもありました。今年度も折り返し地点となりましたので、前半戦のプロセスを生か

しつつ、後半戦の取組を進めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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き ず な 

結果とプロセスは優劣つけられるものではない。ただ、結果が大事というのはこの

世界（プロスポーツ）ではなくしてはいけないこと。競技を続けるのに必要だから。

プロセスが必要なのは、選手としてではなく、人間をつくる上で必要と思う。 

 



10月生活目標：時間を意識して行動しよう 

19日(木) ２年がん教育(４時間目) 

21日(土) 海星学院高オープンスクール 

23日(月) 生徒総会 会議のため部活動なし 

24日(火) 給食なし(弁当持参) 

      会議のため部活動なし 

25日(水) 会議のため部活動なし 

26日(木) ２年専門学校訪問 

      はまなす学級職業体験 

27日(金) 会議のため部活動なし 

     室蘭工業高体験入学 

30日(月) 会議のため部活動なし 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2日(月) 会議のため部活動なし 学級役員選出 

3日(火) 英検ＩＢＡ 

4日(水) 一斉委員会 

5日(木) 市内一斉巡回 後期清掃区域開始 

6日(金) 市内一斉巡回 英検(１次) 

9日(月) ＮＨＫ全国学校音楽コンクール 

(合唱部出場) 

10日(火) 会議のため部活動なし 

11日(水) 一斉委員会 

12日(木) 学力テスト(３年総合Ｂ) 

13日(金) 教育相談 ～20日(金) 

         壮瞥高オープンスクール(午後) 

 

 ４年ぶりに人数の制限を入れず、保護者の皆様などに生

徒の活躍の場面をご覧いただけることができました。 

 学級発表や合唱コンクールへの取組を通して、自分の力

をさらに向上させるだけでなく、仲間の良さを再発見した

り、つながりを深めたりと、これからの学校生活につながる

ものになってくれたと思います。  

７月実施 ◇学校評価アンケートの結果◇ 
 

学校評価アンケートへのご協力ありがとうござい 

ました。 

なお、本校では、課題が見られた項目の以下の３点 

について全教職員で協議し、解決に向けた取組を推進

してまいります。 

 12 月実施予定の２回目のアンケートへのご協力も

あわせて、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

１．学年で目標としている家庭学習への取組 
 １学年は 80分、２学年は 90分、３学年は 100分、

毎日家庭学習に取り組むことを目標としています。

「宿題がないと家庭学習をしない」ではなく、自分の

課題や将来目標に向け、「何を、どのように、どれく

らい」学習すればよいか、自主的に考え取り組める意

識づくりを促していきたいと考えています。 

 週末には、端末の持ち帰りを行っています。自主的

な学習に取り組むことを勧めていますので、ご家庭で

も、集中して家庭学習に取り組める環境作りに努めて

いたいただきたいと思います。 

２．ゲーム・SNS等の使用時間を２時間以内

にする取組 
 使用時間が長くなることで、学校生活への悪影

響や学力低下が心配されます。実態の改善には、

ご家庭での意識改革が重要になってくることでも

ありますので、是非、各ご家庭でルール等をつく

り、毎日健全に生活できるように努めてください。 

 学校でも、改善に向けた取組を工夫し、生徒た

ちが主体的に自分自身を振り返り、改善できる機

会をつくっていきます。 

 

３．読書の機会を確保する取組 
 読書に対する興味関心を高めることはもとよ

り、生徒自らが読書の大切さを実感する環境づく

りが必要と考えています。全教科で「読み取る機

会の保証や充実」が図れるよう、取り組んでいき

ます。 

合唱部 ２年連続Ｎコン全国大会

出場！(登別明日中等教育学校と合同出場) 

合唱部の晴

れの舞台で

の活躍を全

校で応援し

ています！ 

10/9(月・祝)午後 1:05 より、 

Ｅテレで生放送されます。 
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